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第65回 東海四県スポーツ推進委員研究大会 岐阜大会

と き

平成 30年 2月 16日 (金)17日 (土 )

ところ

全 体 会 下呂交流会館アクティブ

第 1分科会 下呂交流会館アクティブ

第 2分科会 下呂交流会館アクティブ

第 3分科会 下 呂 温 泉 水 明 館

「温アリーナ」

「温アリーナ」

「泉ホール」

「朝陽の間」

上委員から、4名 の方が受賞されました。

開会式後の講演では、地元下喜市出身の人前兆市民による「失敗や変化 をチャンス

に変える～からだとあたまの可台L性～」について。氏が23歳 の時に炎五事故で左足 を

失い、体 を自由に動かす事ができなくなり、その二琉 をバネに物事の考え方・几方を

変え、様々な壁 を未 り越 えてい くと言 う、民の立のにじむような努力と径験 を熱っぱ

く語 られました。ステージでは、几事なグンスのパフォーマンスを表現 され、現在、

プロのグンサーとして活理 されている姿 をみて虐銘 を受けました。

現在のスポーツ環境は、特に障がい考スポーツヘの理解 と認哉が高より、スポーツ

を重 じて壁のないf■ 会環境の構築に、私逹スポーツ推進委員の言動が重要祝 されるの

ではないでしょうか。

2日 日は、 3つ の分科会に分かれ、それぞれ嗅阜県内市町のスポーツ推進委員会が

取 り組んでいる研究分友 を傾聰 し、今イえの津市スポーツ作進委員が取 り組むべ き方向

を決めてい くひとつの手立てになったのではと考えます。

東海四 果のスポーツ推進委 員が

集 い、地政 にお |す る土涯 スポーツ

振興 の実践活動 につ いて研究 ・協

議 す ることを目台りに去 る 2月 の16
・17日 の2日 間にわた り、下呂市 で

開催 され ま したこスポーツ推上 員と

しての奇質の向上友 ιヾ委 員のえ流 を

図 り、参加者 が相ユ |[電 几交換 をす

ることによ り今後の活動 の一勁 にな

ることと′嘔い ますこ

今年 の大会 のテーマ |ま 、
~地

玖 ス

ポーツヘのスポーツ率生委 員の役害1_

が掲 げ られ、初 日(216｀ は全体会、

2日 日(2/17)の 分科会 に津市 スポー

ツ準進委 員41名 が参か し、お Cに

研 究・協議 を行 い ま した。

初 日の開会式 では 「スポーツ推准

委 員功労考表彰」 に滓市 スポー ツ堆
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第65回 東海四県スポーツ推進委員研究大会 岐阜大会

第 2分科会に参加して 修成地区  前村 淳

東海四 県スポーッ推上委 員が一 同に会 し、スポーッ推 4委 員の実践活動 につ いて

研究 ・封議 し、スポーツ推進委 員の合質向上 を図 り、参か者 が相互 に意几交換 を図

る目的 で、本人会 は下喜市 において行 われ ましたっ また東海四 県か ら約 2,300人 の

委 員が参か され ました。

1日 日は、スポーツ推 生委 員 と して長年携 われ た方々の表彰式 に涜 き、詩演 が行
われ ま した。講師 は23歳 の時、え近事故 で左足 を失 い、体 を自由に動 かせ られ なか

ったダ ンサー の大前 兆市 民で 04‐ 年 NHK紅 白歌合戦 で歌手 の千丼 堅 さん とコラボ

され た方です。今 38歳 ですが炎五事故 に逍 われ、 10数年間キ い思い を され たと
い うこと、 これか らも前向 きに生 きるとい うお話 が、聞 (側 にとて も響いて きま し

た。 そ してす ば らしいグ ンス も披 意 して くれ ま した.こ れか らのご活理 を期待 した
いと思 います。

2日 日は、第 2分科会 に参か しました。 2市 Tか ら研究分友があ りました。

作F荻町 は、「ベア リング考索 と普及活動」 とい う内容です。

カロー リングは昔 さんご存舛 と思い ます。真 っ直 (゛ しか動 きませ んが、ベア リン

グは 360度 動 くとい うものです。会場 内コーナー にはベア リングが晨示 され説明

もされて、 なか なか面白い と思 い ま した。長所 (一 度 に多 くのチー ムが対戦 で きる
・安価 で 1セ ッ ト130,000円 ほ どで購入 で きる)、 短所 (広 いスペースがえ姜)も あ

りますが 「全 国晨 関 したい」 と熱 い′思いが伝 わって きま した。助 言者 の方か らも大

に贅 で した。

端波市 は 「ノルデ ィックゥォーキ ングの普及活動 に努 めている」 との分晨 です。
スポーツ推 准委 員の方がライセ ンス を習行 し、各地 区で活動 している。人、 コー

ス設定 (3キ ロ～ 6キ ロ)も 住 民の方々 と相談 し普及活動 に努 め、参か者 も徐 々に

増 えている との ことで した。 そ して、分友会場 ではノルデ ィックのこ具 を使 って、
いろいろな運動 方法が紹介 され ま した。今 は、寿令 100歳 です。健康年発 を上 げて、

医碁 費の削減 に努 め、元 気な津市 に二重 県に。スポーツ を■ していつ まで もえ スに

4ご さな くてはな りませ んcそ のためには市 民、 系民が何 か 1つ で も、 スポー ッに

携 わることがス姜 だ と,こ います。

スポーツ作進委 員のな さんスポーツ普及

活動 に努 め ま しょう。今回、初 めて参か

させていただ きましたが、内容のあるた

実 した 2日 間で した。特 にスポーツ推進

委 員の方々 との楽 しいコミュニケー ショ

ンが一番′Fス に残 りました。

次口 も足 4卜 参か したい と思 っています。

桑後 にお世話 いただいた津市の担 当者 の

方々、関係者 の方々に感謝申 し上 げます。
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第65回 東海四県スポーツ推進委員研究大会 岐阜大会

南立誠地区 坂井 孝二

端穂市

春オ町

第 1分科会に参加して

「地域社会 の変化 に合 わせ たスポァツ輩進委 員のあ り方」

「いつ で もど こで も 104~民 1ス ポー ツ」

今回は、「日本二人名永」で有名な
嗅牟県下喜市での開催で した。下喜
炎流会館アクティブ「温アリーナ」
に前 日の研究大会の半分の1,200人 の
参か を得ての分科会でした。
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【雑記】PDCAか ら「CAPD」 で動 く !

「効率よく業務を行う仕事の進め方に『 PDCA』 という考え方があります。Plan(計画 )、 Do(実行 )、 Check(振
り返り)、 Action(改善・処置)の 4つ のステップの順で進めていくことで、ムダなくモ レなく進めることがで

きることから、業務を進めていく上で基礎とも言われています。

より業務のスピー ドアップを図るには、『 PDCA』 の順番を入れ替えて、CheCk(振 り返り)→ Action(改 善・

処置)→ Plan(計画)→ Do(実行)の順で進めるのです。

「まず、『Check(振 り返り)と して現状はどうか ?』 を考えます。続けて『Action(改善・処置 )、 何から改善

していけばよいのか ?』 を整理します。そのうえで、Plan(計画 )、 Do(実行)と 続きます。現状を振り返り、

そこにうまく新たなやり方を導入できるようチユーニング作業が先に必要というわけです。」
「計画の障害になる要因があれば進行するうえでの足かせにもなります。せつかく立てた計画も絵に描いた餅

の理想論で終わる危険性が高まります。現状を振り返り、今後の計画の障害要因を先に取 り除くことが大切で

す。」・…… まず、現状把握、「灯台もと暗し」になっていませんか ?
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平成29年度 三重県スポーツ推進委員研修会

兼 第58回 三重県スポーツ推進委員研究大会

広報 部 会 河 端  徳 昭

と き 平成 29年 12月 9日 (土 )

ところ 津市産業・スポーツセ ンター

サオ リーナ

県内のスポーツ推進委 員が一堂に会し、地

域におけるスポーツの作上について研修を行う、

二重県スポーツ推進委 員研修会兼二重県スポ

ーツ作 進委 員研究大会が、8年 ぶりに津市スポ

ーツ作進委 員会主管で行われました。第58口 を

迎える本人会をBI~年 10月 にオープンしたサオリー

ナにおいて、県内各市町の作上委員300名 を越え

る参か者のもと開催されました。

津市が主管のため、昨年 10月 より大会実行委

員会を立ち上げ、企画・こ普を立索し、大会前 日

の準備、役害1分担、当日の役著]な どキわにわた

り針出をし、推上委員全 員が「おもてなし」らCを も

って大会に備えました。

大会は10時 30分 から始まり、開会式では、前煮

市長から歓4の お言兼をいただきました。津市ス

ポーツ作進委 員は79名 が参カロし、スポーツ作上

委 員功労者友彰では、長年の生 7Ftス ポーツの普

及・才民興が
=忍

められた県内の26名 のスポーツ推

進委 員が表彰され、津市スポーツ堆上委員会か

らは6名 の委 員がえ賞しました。

詳演会では、「みんなで大きく育てようスポーツ

の力」と題し、高口短期 大学バレーボール部監

督、日本バレーボール協会ダ契諄術の秋滓 修

民から講義をいただきました。

実技研修では、場所を変えてメインアリーナで、

人野式リトミノク準拠体操指卑員であり、津市ス

ポーツ椎進委 員の桂 LLひ ろ子 民より「リズムをウ的

ながら脳を筆えましょう|」 のテーマで音楽に合わ

せた脳と体の体操の研修を実施しました。

今大会の主管・理普の経験をもとに、千戌31

年に行われる『 全 国スポーツ椎進委 員研究大会

(津 市産業スポーツセンターサオリーナ主会場 )』

を戌功させることが今後の課題のひとつと考えま

す。
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第 58回 全国スポーツ推進委員研究協議会

一 志 プ ロ ッ ク 福 島 公 子

と き 平成29年 11月 9日 (木 )10日 (金 )

ところ つくば カピォアリーナ

第 58回 全 国 スポ ーツ推 進 委 員 研 究協議 会 が (11/9～ l1/10)茨 城 県つくば市 の「つく
ばカピオアリーナ 」で開催 され 、全 国各 地 より総 勢 3,700余 名 が参カロし、水戸 市 立 石 川 小
学校 マ ーチングバ ンドの歓 迎 を受け、開会 式が行 われ ました。

開会 式 後 の表 彰 式 では、「文 部 科 学大 臣表 彰 」 87名 、「 全 国スポ ーツ推 進 委 員 逹 合
表 彰 」 37団 体 、「全 国 スポ ーツ推 進 委 員 功 労 者 表 彰 」 186名 、そして「 全 国 スポ ーツ
推 進 委 員連 合 感 謝 状 」贈 呈 、私 たちが受 賞 対 象 となる「 30年 勤 続 スポ ーツ推 進 委 員感 謝
状 」296名 の 内の 一人 として、二 重 県では熊 野 市 とさ摩 市か らl名 づ つ、津 市か ら櫛 田敏
秋 委 員 と私 の計 4名 が受 賞 をいたしました。

1第 l日 目の講 演 1で は 、講 師 :大 久 保 博 元 氏 (プ ロ野球前東北楽天ゴールデンイーグルス監督 )

が 、演 題「私 の野 球 人 生 」として監 督 時代 の経 験 談 を面 白く話 して下さいました。 … ・野 球
に興 味 がない私 にとって話 に入 り込 めなかったけれど、私 的な話 は楽 しかったです。
12日 目の分 科 会 lは 、第 3分 科 会 を選 択 しました。この分 科 会 は「誰 もが 一緒 に楽 しく」
～ユニバ ーサルなスボ ーッの振 興 を 目指 して～ をテ ーマに

① 講 師

演 題

② 講 師

演 題

③ 講 師

広 島 県 障 がい者 スポ ーツ指 導者 協議 会 事 務 局 長 :大 江 健 一 郎 氏

障がい者 とともに楽 しむ～「肢 体 不 自由者 」の受け入れ ポイント～

茨城 県行 方 市 スポ ーツ推 進 委 員 会 副 会 長 :高 野 照代 氏
「未来 へ拡 がる障 がい者 スポ ーッの可能 性 」
山形 県尾 花 沢 市 スポ ーツ推 進 委 員 会 企 画 部 長 :伊 藤 一 志 氏

i寅 題 :「 1ヾ をつなぐ地域づくりをめざして、地域でつくる障がい者と健常者が共に楽しむスポーッ活動 」

3氏 の講 演 か ら、障 がい者 スポ ーツの歴 史 、障がい者 スポ ーツとは、身 体 が不 自由でも
スポ ー ツは楽 しめる。「 関 係 機 関 との連 携 」に関 しては 一人 一 人 の 障 がいを知 り合 併 症 に
気 をつけ二 次 障 害 を防ぐ、残 存 機 能 を活 かした動 きを獲 得 する、ル ールや用 具 の工 夫 、補
装 具 の使 用、コミュニケ ーションの 中から信 頼 関 係 を構 築 、対 象 者 の状 態 の把 握 、「 一 緒
に楽 しむ指 導 (支 援 )」 を 1ヾ がけていく事 が 重 要との請 i寅 が あり障 がい者 の方への理 解 と認
識 を新 た にしました。また、多くの方 がスポ ーッに触 れ
合 える環 境 を提 供 いただ けるような地 域 での取 り組 みの

検 討 をして下さいとの課題 提 示 がありました。

乗 り継 ぎ、乗 り継 ぎの少 しlltし い旅 ではありましたが 、
初 めての参カロで委 員としての 自党 をもう一度 、見 直さ
なけれ ばという思いが・… 勉 強 になりました。

ご一緒 して下さった会 長 他 委員 の方 、事 務局 の皆様

ありがとうございました。お疲 れさまでした。

【参考】第58回 全国スポーツ推進委員研究協議会に参加

をした県内市町の参加数は、下記の通りです。

熊野 (3)、 四日市 (20/76)、 志摩 (3)、 木曽岬 (2)、

鈴鹿 (7/61)、 亀山 (1/28)、 桑名 (4/40)、 伊賀 (3/78)、

松阪 (8/60)、 伊勢 (2/61)、 いなべ (0/17)、 名張 (0/30)、

津 (6/121)         (参 加数/委員数 )
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◆平成29年度 津市フアミリーバドミントン大会◆
坂井 孝二

平成 30年 3月 4日 (日 )安濃体育館において、津ブロック主催のファミリーバ ドミン

トン大会が行われました。今年で 6回 目になる大会に津市外からの参加もあり、40チ ーム

(170人程の選手)に 8面のコー トを設け、白熱 した戦いを楽 しんでいただきま した。

市民の皆様にスポーツをする機会を提供 し、各地区のチームの交流、相互の親睦を深め、

生涯スポーツの普及と健康増進を目的に毎年開催 している大会です。選手の皆さんも回を

重ねるごとに技術も上達 し練習の成果も感 じられます。

私達も審判技術の向上、そ してスポーツ推進委員としての資質の向上に向けた研修の

成果を発揮する機会となり年度末のこの大会

を毎年楽 しみにしております。

最後に、今大会開催に向けご協力いただいた

皆様に心よりお礼申し上げます。

優 勝  井田川グーフィーズ (鈴 鹿 市
準優勝  安東 B      (安 東地区
三 位  白塚ター トルズ   (自 塚地区
敢闘賞   KFB― ||    (片 田地区

=董
壺翌堕壁互I) 

◆『爽風ウォーキング』◆
  川□ 真一

11月 23日 (祝 )、 安芸ブロックと美里体育振興会の共同事業として「爽風ウォーキング」

を開催 しました。

「爽風ウォーキング」は、株式会社シーテック様の全面協力を得て、笠取山に数年前に

設置された風力発電施設 (風車群)を巡る往復 6kmの 山岳ウォーキングです。

ルー トは新長野 トンネル横から出発、普段立ち入 り禁止区域で急勾配の続 く作業道路を

通りながら山頂の16号風車を目指 します。

当日は、約30名 、最年少7歳 から最高齢 75歳 まで幅広い年齢層が参力□いただきました。

それぞれ、自分のペースで歩き、全員が登頂できました。山頂付近は大変風が強 く風車群

に適 した環境であることを体感できました。

美里地区は、小さな面積、且つ、大半を山に囲まれています。今後も地区の特徴を活か

した企画・イベン トを打ち出 していきたいと思います。

ヽ

準
J:

:[                .
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◆ 久居ブロツク交流会 ◆
飯田 幸貝」

平成 29年 11月 26日 (日 )秋晴れの下、久居市にある市営球場にて久居ブロック交

流試合としてグラウン ド・ゴルフ大会が開催されました。

この大会は、久居ブロツクスポーツ推進委員にて、グラウン ド 0ゴルフ協会の協力を得

て、毎年、開催されるもので、参力□者に喜んでもらおうと選手の表彰以外にもお楽 しみ抽

選も実施 し、大会を盛 り上げています。

今年は、スケジュールの関係で昨年より参力□者が若干少ないものの、選手、スタッフを

合わせて 106名 となりました。 12組 コースは 12ホールの 2ラ ウン ドで開催 し、ホー

ルインワンは前半 6本で したが、後半は23本 も飛び出 し、皆さん 1ラ ウン ドロの反省を

考慮 してか 2ラ ウン ドの修正は目を見張 り

地面が荒れた箇所もある中、 50m級 のロン

ホールでのホールインワンは神業です。

大会終了 し、笑顔で帰宅される選手のみな

んを見て、 2017年 の久居ブロックの事業

全て無事に終えたことをメンバー全員が実感

ました。 2018年 は、反省点を踏まえ、更

全員が満足 し、喜べる事業を進めていきたい

考えます。

◆ ボッチヤ研修会 ◆
藤 岡 三枝子

平成 30年 1月 23日 (ソ()最後のブロック研修会が、一志東小学校でありました。
当日は、天候が少 し悪 く集まつモ委員さんは少なかつたのですが、 1月 28日 (日 )四

日市スポーツ推進委員主催のポ リチヤ大会に参力]す るたの (委員の子どもたちも大会に出
てくれました)みんなでワイワイ 0カ ヤガヤ言いながらボッチャのゲームを しました。

最初は親子でダブルスのグームを しましたが、親の方が「ボールが思うように転がらん
わ」と言い、ポールを持つてみると少 し硬いのに気づき、委員がネッ トで調べると少 し安
価の用具である事が解 りました c

子ども対大人とゲームを進めていったのですが、大人達は思うようにジャックボールに
近づける事ができず「これは、ボールが硬いので上手 くいかんわ」と言つていた人もいま
したが、子ども達は回を重ねる毎に上手 くなリボールを自分の思うようにコン トロール し
ていました。

がきたので「ボッチャ大会頑張ろう !」 と

研修会は終わりました。

、ダフ
｀
ルス、フアミリーの5チームで参力□

ダブルス、ファミリーは準優勝でした。

にブロック研修会として 1年間、障がい者
ツ :ボ ッチヤに取り組んできましたが、障
の方と親交を深め、四日市市のようにお互
一ツのできる環境になればと思tlま した。

ックの皆さん次年度も仲良く頑張りましよう。

-7-
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雲出地区 谷 美恵

スポーツ推進委員をさせていただい
てか ら、 グ ラ ウン ド・ ゴル フ大 会 、
津 シテ ィマ ラソ ン大会 、 フ アミ リー
バ ドミ ン トン大 会等 に携 わ らせ て い
た だき感 じた こ とは、準 備段 階 での
大変さ、大会当日の大変さで した。

しか し、 大会 に参力□して いた だ い
た方 々が楽 しん でいる姿 を 目の あた
りに し、や り終 えた後 は、 とて も充
実 していま した。

私 は、他 のスポ ー ツ推進委 員 の先
輩方 に比べ 、 まだほん の少 しの お手
伝 い しか でき て いませ んが 、今 後 も
スポ ー ツ推進 委 員 の方 々 と交流 を深
め、楽 しくお手伝
いさせていただき
たいと思つており
ます。
今後ともようしく
お願いします。

津ブロック

香良洲地区

外山 つや子

スポーツ推進委員に任命されて、
地域活動に参力□させていただくこと
になつて、 10年余りとなりました。

その間には、津市との合併があり、
多 くのスポーツ推進委員の方々と研
修会、会議、イベン トで交流を深め
る中で組織力、行動力を発揮 して活
動に取 り組むことが大切だと感 じま
した。

地域にニュースポーツを普及させ
る事はもちろん、自主的なスポーツ
活動、健康増進、生涯スポーツ、障
/DNい 者スポーツなどスポーツを親 し
める機会を拡充 し、スポーツを通 じ
て地域の人達 とコミュニケーション
を図り、微力ながらも健康で生きが
いのある体力づ くりに貢献できれば
と思つております。

―志ブロック

安濃地区

馬田 まゆみ

スポーツ推進委員として活動に参力□
させていただき4年が過ぎようとして
います。身体を動かすことは好きです
が特にスポーツに長けていたわけでも
なく、努とまるのか不安でした。

ニュースポーツ研修や大会のお手伝
いなどに参力日して色々勉強させていた
だき視野が広がりました。経験豊かな
先輩方にはまだまだ追いつけませんが
インターハイや国体
と三重県での開催が
迫つています。         ■

推進委員として    な  をヽ

少しでも貢献でき    キみ
鐵

るように頑張りた    こ ま彎
いと思います。      しI:

安芸ブロック
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津市スポーッ推進委員会設立50周 年記念

グ ラ ウ ン ド・ゴ ル フ 大 会
津市スポーツ推進委員会

副会長  林  裕 行

新 津 市 が 誕 生 して か ら 10年 経 過 し、 津市 ス ポ ー ツ推 進 委 員 会 も 合 併 して 10年 と

い う節 目を迎 え る こ とが で き ま した。 ま た、 日津 市 の 「津 市 体育 指 導 委 員 会 」が 設 立

さ れ て 50年 とい う大 き な節 目を迎 え る こ とが で き 、津 市 ス ポ ー ツ推 進 委 員 会 で は、

設 立 50周 年 を記 念 して記 念 事 業 を実 施 しよう と い う機 運 が 高 ま り、市 民 の皆 さ ん に

ニ ュー スポ ー ツを楽 しめ る機 会 を提 供 し、市 民 の健 康 増 進 と相 互 の交 流 0親 睦 を 図 り、

健 康 な 市 民 生 活 に寄 与 す る 目的 で、平 成 29年 11月 5日 (日 )津 市 安 濃 中央 総 合 公

園 内多 目的 グ ラ ウ ン ドに お いて 「グ ラ ウ ン ド・ コル フ大 会 」 を 開催 しま した 。

大 会 実 施 に 向 けて実 行 委 員 会 を組 織 す る こ とに な り、津 市 内 の 10地 域 のス ポ ー ツ

推 進 委 員 か ら各 1名 を選 出 して い た だ き 、会 長 、副 会 長 4名 、理 事 長 、 副 理 事 長 の 1

7名 で ク ラ ウ ン ド・ ゴル フ大 会 実 行 委 員 会 を組 織 し、平 成 29年 2月 28日 (火 )に
第 1回 の実 行 委 員 会 を 開 催 しま した。 参 力□募 集 につ いて は、 各 地 区 か ら 25名 の参 加

者 を募 集 し、 10地 区か ら 250人 の 参 力□者 を募 集 す る こ と にな りま した 。 250名
の 参加 者 を募 集 す る に は 、 グ ラ ウ ン ド・ ゴリレフ標 準 コース を 4面 確 保 す る事 が 必 要 で

津 市 安 濃 中央 公 園 内多 目的 グ ラ ウ ン ドに標 準 コー ス 4面 の コ ース 設 営 が 可 能 か 確 認 す

る た め 、 会 場 の下 見 を す る こ とか らス タ ー トしま した 。私 は コー ス 責 任 者 と して、 コ

ー ス 設 営 可 能 と判 断 し、 コース の設 営 、大 会運 営 等 を担 当 させ て い ただ き ま した 。

事 前 準 備 と して 、 ゲ ー ム終 了 後 の集 計 業 務 が ス ム ーズ に行 わ れ る ようパ ソ コ ン を活

用 す る事 にな り、集 計 係 に よ つて集 計 ソ フ トを 開発 して い た だ き 、集 計 業 務 を シ ュ ミ

レー シ ∃ンす る等 して集 計 事 務 時 間 の短 縮 に向 け努 力 して い た だ き ま した 。 ま た、 参

力□者 の組 み 合 わせ につ い ても各 地 域 2～ 3人 が 同組 とな る よ う配 慮 して いた だ き ま し

た 。事 務 用 品 の準 備 、賞 品 の準 備 、 バ ス の配 車 等 ス ポ ー ツ推 進 委 員 が 役 害」を分 担 し、

大 会 に 向 けて準 備 して い た だ き ま した 。実 行 委 員 会 を 8回 開催 す る ほか 、前 日準 備 等

皆 様 の ご協 力 に よ りま して無 事 に大 会 を迎 え る こ と にな りま した。

大 会 当 日は、前 葉 淫 市 長 様 に モ ご臨 扁 しヽ た だき ＼ 参 方□者 174名 、ス タ ッ フの津 市

ス ポ ー ツ推 進 委 員 32名 の参 用 で盛 大 に 開催 す る こ とが 出来 ま した 。台 風 で 1週 間延

期 とな りま したが 、 お天 気 に恵 まれ 、 選 手 の皆 様 に は楽 しくプ レー して いた だ き 、気

持 ち の い い汗 を流 して い た だ き ま した 。運 営 もス ム ー ズ に進 行 し、計 画 通 り無 事 に終

え る こ とが 出来 ま した。 目的 を達 成 す る と とも に、 グ ラ ウ ン ド・ ゴリレフ大 会 を通 じて

地 域 の コミ ュニ テ ィ に貢 献 で き た と思 い ます 。今 後 も 、津 市 ス ポ ー ツ推 進 委 員 会 は、

津 市 民 の生 涯 ス ポ ー ツ の普 及 推 進 を 図 る と とも に、 ス ポ ー ツ を通 じて地 域 の コ ミ ュニ

テ イづ く りに貢 献 して い き た い と思 い ます 。最 後 に、 大 会 に 向 けて ご尽 力 、 ご協 力 い

た だ い たス ポ ー ツ推 進 委 員 の皆 様 、 お世 話 い ただ いた事 務 局 の皆 様 に心 か ら御 礼 申 し

あ げます。あ りが とうござ いま した。

津
鰈
鰈迎
蝶
蝶
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位
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～津市民スポーツ・レクレーションフェスティバル～

カ ロ ー リ ン グ 大 会
安 芸 ブ ロ ッ ク  大 河 内  充

平 成 29年 10月 22日 、津 市 産業 ス ポ ー ツセ ンター サ オ リーナ で台 風 接 近 の 中 、

32チ ー ム (27チ ー ム +5チ ー ム (ス ポーッ推進委員チーム)で 行 わ れ ま した 。 予 選

リー グ 、 決 勝 トー ナ メ ン トを 予 定 して お り ま し l_が 、 前 日か ら の 台 風 の 影 響 で 安 全

面 を考 慮 し、 予 選 リー グ のみ で 順 位 を 決 め終 了 と しま しl_c

初 め て の 力 □― リン グ大 会 とな り色 々 な FD3題 点が あ つた よ う に思 い ます 。今 後 の大

会 に同 じ失 敗 を しな い よ う に、 推 進 委 員 さ ん 全 員 で考 えた しヽ と思 い ます 。 先 ず は、 参

加 チ ー ム の 問題 で す 。 チ ー ム募 集 中 に は殆 ど参 加 チー ムが な く、締 め切 り 日が 過 ぎ て

も ―桁 のチ ー ム数 しか集 ま りませ ん で した 。 10月 |ま スポ ー ツを楽 しむ に は最 高 の秋

で各 地 域 で の 催 しと重 な り合 つ たか も わ か りませ ん―が 、各 ラ ロ ック 、 各 委 員 さ ん の P

R不 足 も あ つ た の で は と思 い ます 。 あ る ブ ロ ックで は、 チ ー ムを募 集 す る よ う に連 絡

が 無 か つた と委 員 さ んが お つ しゃ って お り

'三

常 |=残 念 で した 。理事 会 、 役 員 会 で チ ー

ム募 集 を お願 い した にも拘 わ らず フ ロ ック の末 端 まで届 か な か つた事 は非 常 に残 念 で

な らな い と思 い ます 。一 部 の方 に負 担 を掛 ける の で な く、― 人 一 人 が 責 任 と 自覚 を持

つ て今 後 、 頑 張 つ て い た だき た しヽ と思 い ま す 。一 人 の力 で は何 ほ ど も で き な い と思 い

ます 。推進 委 員 全 員 で 目標 に向 か つ て活 動 して いき ま しよう 。

大 会 は、 参 カロチ ー ム の 中 に は初 め て の方 も あ り、委 員 さ ん にも あ ま り体 験 さ れ て い

な い方 が み え 、最 初 、 ス ムーズ に行 え ず 、一 時 どうな るか ?と 心 配 しま したが 、試 合

が 進 む につ れ 、 各 コー トの推 進 委 員 さ ん の指 導 の下 、参力□者 の笑 い声 が 絶 え ず楽 しん

で られ る よ う に思 い ま した 。「 あ ま りに も 楽 しく、 お腹 が 痛 くな る ほ ど笑 い転 げ、 カ

□― リン グ |こ は ま って しま つた の で 、 次 回 も是 非 誘 つて下 さ い」 と参 力□者 の方 に言 わ

れ ま した。

こ のスポ ー ツ は、 お子 さん か ら高 齢 の方 、 障が いを お持 ち の方 で も 参 力□で き 、初 め

て さ れ る方 で も す ぐにで き る と思 しヽ ます 。 色 あ でや か なス トー ンを 各 6投 し、最 後 の

1投 で大 逆 転 と い うス リル も あ り、楽 しいス ポ ー ツ で あ ります の で 、 1回 の大 会 で終

わ る こ とな く、今 後 も 開催 をお 願 い した い と個 人 的 に は思 つてお ります 。

用 具 の準 備 とか 、前 日か らの コー ト設 営 とか事 務 局 、推 進 委 員 さ ん に は ご苦 労 おか

け いた しま した し、予 選 リー グ終 了 とな り、満 足 いた だ けなか った方 も あ ったか も 、

わ か りませ ん じ、反 省 点 も あ つ た と思 い ま

すが 、 この経 験 を次 の大 会 に活 か して いき

ま しよう。

ボ ッチ ャの体 験 を お世 話 いた だ い た― 志

ブ ロ ックの委 員 の方 々、 当 日来 れ ず に準 備

でお世 話 に な つた方 々、 当 日の大 会 運 営 に

ご協 力 いた だ いた方 、す べ て の方 々 に感 謝

します 。・ ・ ・ 。お世 話 に な りま した 。
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平成29年度津市スポーツ推進委員交流会

ボ ウ リ ン グ 大 会

第 13回 津 シ テ ィマ ラ ソ ン大 会

寒風をものともせずに走り抜ける !

今 回は、 4年 に一度 の幹事が巡 つてきま したので、久居 ブロックがス タ ッフを

努 めさせ ていただき、「久居ボ ウル 」 にてボ ウ リング交流会 を行 いま した。

「こんな大 会 くらいで しか最近 はボ ウ リングを していな いか ら久 しぶ り |!」

なん てお つ しや りなが らも流石、ス ポ ーツ推進委員、交流会 とはいえ、参加 され

た老若男女全員ハ ンデ ィー無 しで一切 の小言 も無 く、楽 しんでも らえた事 、大 変

有 り難 く思 いま した。 ドライ ブ レコーダーを装着 して無か つたの で、再現 フ ィル

ムの無 いのは残念 ですが、大会 では様 々な珍プ レー、好 プ レーが各 レーンで見 られ、

結 構 なにぎわ いであ りま した。

参力□人数 は予想 よ りも下廻 り残念 な ところも

あ りま したが 、参加 され た皆 さん は新 しいお知

り合 いも増 え、楽 しい交流 の場 にな つたと思わ

れ ます。 あ りが とう ござ いま した。

最後 に華麗 な フ ックボ ウル で優勝され た

榎本 さん !素 晴 ら しか つたです |!

これ か らもボ ウ リング に精進 して下 さ い。

久居ブロック 千 田  勝

広 報 部 会

恒 lylの 第 13回 津 シテ ィマラソンが 津市安 濃 中央総合公 園の周辺 コース で開催

され、市 内外 の小学生 ～高齢者 まで、 2,500名 の男女が参力□し開催 され ま した。

この コース は今 回が最 後 で次年 度か 5は 、津市 産業・ スボ ー ツセ ンター サオ

リーナを中心 と した新 コース で開催 される ことか ら、多数 のランナーが早春 の

安濃 を駆 け抜 けま した。

スポーツ推進委員 90名 は、早朝 よ リスタ ッフ と して市 の職員 とこのマラソン

大 会 の運営 に協力 しま した。又 、当 日の天 候 は曇天 で したが、風 も無 く絶好 の

マラソ ン 日和 とな り、ゲス トランナ ー

土佐礼子 さんも大会 を盛 り上 げて下 さ

いま した。午前 10時 よ り 10kmの 部 か ら

順次 クラス別 にス ター トし、最後 に安

濃 グラウン ドか らジ ョギ ングの部が ス

ター トし、少年 団の子 ども達 と一緒 に

家族連 れ のみなさんもジ ∃ギ ング、 ウ

オーキ ング ?で 、楽 しん でいま した。

いい思 い出づ くりにな りそうです。
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☆受賞おめでとうございます☆

平成29年度 全国スポーツ推進委員研究大会、東海四県スポーツ推進委員研究大会、三重県
スポーツ推進委員研究大会の席上にて、津市スポーツ推進委員として活躍されている下記の

方々が、永年、スポーッ推進委員として住民のスポーツ実技指導・助言などにより生涯スポ
ーツの普及・振興に貢献されている功績が認められ受賞をされました。

おめでとうございます !今後のますますのご活躍をお祈 りいたします。

【全国スポーツ推進委員連合感謝状贈呈 】

☆ 30年勤続スポーッ推進委員感謝状 ☆

櫛 田 敏 秋 さん ( 津 ブロック )

福 島 公 子 さん (一志ブロック )

【東海四県 スポーツ推進委員功労者表彰 】

☆ 平成 29年度 東海四県スポーツ推進委員功労者表彰 ☆

坂 井 孝 二 さん ( 津 ブロック )

三 岳 千津子 さん ( 津 ブロック )

【中ブロック スポーッ推進委員功労者表彰 】

☆ 平成29年度 中ブロック スポーッ推進委員功労者表彰 ☆

清 原  知  さん (久居ブロック )

小 黒 冨佐江 さん (安芸ブロック )

【三重県スポーッ推進委員功労者表彰 】

☆ 平成29年度 スポーツ推進委員功労者表彰 ☆

西 りII幸 伸 さん (津ブロック ) 黒 りII裕 史 さん

森 りII 久 さん (津ブロック ) 若 菜 早 人 さん

上 山 光 一 さん (安芸ブロック) 外 山 つや子さん

(安 芸ブロック)

(安芸ブロック)

(一志ブロック)

☆☆☆編集後記☆☆☆
平成 30・ 31年度の新 しい年度のスター トです !

同時に津市スポーツ推進委員会の新たな体制が始まろうとしています。
私たちスポーツ推進委員の役割 と責任は、スポーツ基本法の中で 「スポーツの推進に係 る体制の整備 を

図るために社会的信望があ り、スポーツに関す る深い関心 と理解を有 し、必要な熱意 と能力 を持つ者の中
か らスポーツ推進委員を委嘱するもの とするこ」 と謳われてお り、新推進委員の選出 と委員会活動の目的
。日標が示 されています。各ブロック、各専門部の具体的活動内容が、この委員会の 目的 。目標 に繋がっ
ていることが重要 とな ります。従つて具体的活動計画を立案する際には、掘 り下げた深い議論が必要で、
最終的には、委員全員がターゲ ッ トに向かつて PDCAサ イクルに沿つて取 り組む必要があるのではない
で しょうか。また、年度初のスター トにあた り、スポーツ推進委員の存在感 を高める為にあらゆる手段を
講 じ、地域社会の諸団体 と連絡を密に し協働に取 り組み、地域社会 とともに発展を してい く、そんな推進
委員にな りたいものです。                             (by batayan)

●津市スポーツ推進委員会

両514「0050 津市北 ) 19-1 メッセウイング

TEL:059-229-3254

FAX:059-229-3247

★津雨スポーツ推進委蜀舎ホームベージ★ 公益社団法人全国スポーツ推進委員連合http : / / tsu - sposui,com / http:/ / www .z ent ai shi.c om


